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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 6,206 11.9 △121 ― △98 ― △141 ―

22年3月期第3四半期 5,546 △17.3 △316 ― △258 ― △332 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △7.74 ―

22年3月期第3四半期 △18.20 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 11,051 6,862 61.3 370.82
22年3月期 10,770 7,070 64.8 382.00

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  6,769百万円 22年3月期  6,974百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,000 15.7 45 ― 80 ― 40 ― 2.19



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は今後様々な要因によって予想数値
と異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は〔添付資料〕２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  18,640,112株 22年3月期  18,640,112株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  385,705株 22年3月期  381,894株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  18,256,100株 22年3月期3Q  18,258,946株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、政府の緊急経済対策による自動車・住宅・家電等のエコポ

イント商品需要が伸びたことで一部の企業に回復の兆しが見えたものの、長引く為替の円高や厳しい雇用環境が続

いている事により、先行き不安感がぬぐえず、民間設備投資は依然として抑制され建設関連投資も低水準に推移し

ました。 

 このような状況の中、当社グループは公共建物や橋梁等の耐震補強工事の需要獲得のため営業力を強化し、売上

増進に努めた結果、切削機具事業ではマンホール消散弁や専用コアドリル等の売上が伸び、特殊工事事業において

も学校・橋梁等の耐震補強工事の売上が伸びました。また、建設・生活関連品事業でもエコポイント制度による需

要の増加でエコ家電・エコ住宅に関連した取付機械工具や部品消耗品等の売上が伸びましたが、工場設備関連事業

は依然として民間設備投資の抑制が続き、前年並みに推移しました。介護事業においては高齢者専用賃貸住宅の入

居率が増加し、ＩＴ関連事業は首都圏営業の強化などで売上増進をはかりました。一方では連結子会社の連携を深

め、全社的に製造コスト低減を推進し、収益改善に取り組んでまいりました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高62億６百万円（前年同四半期比11.9％増）、営業利

益は△1億21百万円（前年同四半期は△３億16百万円）、経常利益は△98百万円（前年同四半期は△２億58百万

円）となり、四半期純利益は、△１億41百万円（前年同四半期は△３億32百万円）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

財政状態の変動状況 

 当第３四半期末における総資産は、前期末から２億81百万円増加し110億51百万円となりました。流動資産は、

売上高の回復および四半期会計期間末日満期手形（受取手形62百万円、支払手形２億29百万円）の影響などにより

現金及び預金が増加したため４億71百万円増加し、49億９百万円となりました。有形固定資産、無形固定資産は、

通常の減価償却以外大きな変動は無く、投資その他の資産は、投資有価証券が86百万円減少し、固定資産全体で１

億89百万円減少し、61億42百万円となりました。負債は前期末から４億89百万円増加し41億89百万円となりまし

た。流動負債は、四半期会計期間末日満期手形の影響に伴う支払手形及び買掛金の増加などにより２億91百万円増

加し32億58百万円となりました。固定負債は、長期借入金の増加などにより１億98百万円増加し９億31百万円とな

りました。なお、有利子負債は、長期の運転資金を調達したことにより前期末から１億22百万円増の17億59百万円

となりました。純資産は、第３四半期純損失などにより前期末から２億７百万円減少し68億62百万円となりまし

た。 株主資本は、資本剰余金から４億10百万円を利益剰余金に振替えたため資本剰余金は同額減少し30億13百万

円に、利益剰余金は２億69百万円増加し△１億40百万円となり、株主資本合計は、第３四半期純損失１億41百万円

の計上等により69億８百万円となりました。評価・換算差額等は、その他有価証券評価差額金が株式市場の低迷に

より減少したことなどにより、前期末の△75百万円から64百万円減少し、△１億39百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

通期の見通しにつきましては、依然として高い需要の見込める耐震補強関連工事の進展に加え、下半期に入り

新規住宅着工件数が上昇し、エコ住宅への関心や商談が活性化している事から、年度末に向けては切削機具事業、

特殊工事事業、建設・生活関連品事業とも需要が拡大するものと見込まれ、乾式コアドリルやワイヤーソーなど自

社開発の高収益商品の売上はさらに増進すると共に、周辺の機械工具や部品・消耗品とも売上が拡大するものと見

込んでおります。さらに半導体関連市場における工業ダイヤを利用した加工製品の開発・受注も見込まれる事か

ら、異業種への営業強化にも力を注いでまいります。また、介護事業、ＩＴ関連事業における設備投資効果により

漸次売上拡大しており引き続き上昇が見込まれます。今後もグループ全体の結束力を高め、一層の経営効率化を推

進し、早期の業績向上に邁進してまいります。 

通期の見通しにつきましては平成22年5月14日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

   これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

  

②企業結合に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月

26日）を適用しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,229,950 779,570

受取手形及び売掛金 2,400,441 2,333,742

有価証券 98,805 99,337

商品及び製品 848,400 898,738

仕掛品 29,440 39,690

原材料及び貯蔵品 193,540 155,165

その他 112,986 136,148

貸倒引当金 △4,398 △3,757

流動資産合計 4,909,163 4,438,634

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,927,491 3,928,314

減価償却累計額 △2,331,840 △2,278,340

建物及び構築物（純額） 1,595,651 1,649,974

土地 3,790,925 3,790,925

その他 1,039,906 1,036,990

減価償却累計額 △931,022 △897,466

その他（純額） 108,884 139,524

有形固定資産合計 5,495,460 5,580,422

無形固定資産   

のれん 22,671 28,268

その他 72,271 86,153

無形固定資産合計 94,942 114,421

投資その他の資産   

投資有価証券 274,298 360,071

その他 353,630 362,614

貸倒引当金 △76,262 △86,169

投資その他の資産合計 551,666 636,516

固定資産合計 6,142,068 6,331,359

資産合計 11,051,231 10,769,993



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,738,960 1,434,902

短期借入金 1,238,632 1,265,350

未払法人税等 39,162 43,524

賞与引当金 55,730 64,354

完成工事補償引当金 331 279

その他 185,321 159,108

流動負債合計 3,258,135 2,967,517

固定負債   

長期借入金 519,876 371,491

退職給付引当金 302,481 269,367

役員退職慰労引当金 63,564 51,759

その他 45,042 40,318

固定負債合計 930,963 732,935

負債合計 4,189,099 3,700,452

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,090,270 4,090,270

資本剰余金 3,013,064 3,423,064

利益剰余金 △140,291 △408,956

自己株式 △54,824 △54,443

株主資本合計 6,908,219 7,049,934

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △121,694 △67,621

為替換算調整勘定 △17,393 △7,751

評価・換算差額等合計 △139,087 △75,372

少数株主持分 93,000 94,979

純資産合計 6,862,132 7,069,541

負債純資産合計 11,051,231 10,769,993



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 5,546,056 6,205,763

売上原価 4,369,521 4,829,611

売上総利益 1,176,536 1,376,152

販売費及び一般管理費 1,492,239 1,497,203

営業損失（△） △315,703 △121,051

営業外収益   

受取利息 2,011 2,075

受取配当金 6,748 7,495

有価証券運用益 32,272 －

受取手数料 8,198 6,715

受取家賃 12,227 12,677

その他 16,286 17,147

営業外収益合計 77,742 46,110

営業外費用   

支払利息 13,124 13,325

有価証券運用損 － 4,309

為替差損 － 2,261

保険解約損 4,078 －

その他 2,562 3,262

営業外費用合計 19,764 23,156

経常損失（△） △257,726 △98,098

特別利益   

固定資産売却益 0 3

投資有価証券売却益 － 22,495

負ののれん発生益 － 5,185

特別利益合計 0 27,683

特別損失   

固定資産除却損 6,911 327

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 510

特別損失合計 6,911 837

税金等調整前四半期純損失（△） △264,636 △71,252

法人税、住民税及び事業税 25,747 35,465

法人税等調整額 42,652 23,362

法人税等合計 68,399 58,827

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △130,079

少数株主利益又は少数株主損失（△） △790 11,256

四半期純損失（△） △332,245 △141,335



該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）  

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１．事業は製品の系列及び市場の類似性を勘案して区分しております。 

    ２．各区分に属する主要な製品 

３．前連結会計年度において、事業の種類別セグメントを変更したため第１四半期連結累計期間より「工場設備

関連事業」を「その他の事業」から独立掲記しております。なお、前第３四半期連結累計期間における「その

他の事業」に含まれる「工場設備関連事業」のセグメント情報は次のとおりであります。 

   売上高（１）外部顧客に対する売上高         476,981千円 

      （２）セグメント間の内部売上高又は振替高    14,517 

                計            491,498 

   営業利益                       20,959 

  

 〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
切削機具事
業（千円） 

特殊工事事
業（千円） 

建設・生活
関連品事業 
（千円） 

工場設備関
連事業 
（千円） 

その他の事
業（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高     

(1)外部顧客に対する売上

高 
 710,990  294,698 651,865 118,444 174,274  1,950,272  － 1,950,272

(2)セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 －  － 8,115 3,587 1,205  12,907  △12,907 －

計  710,990  294,698 659,980 122,031 175,479  1,963,179  △12,907 1,950,272

営業利益又は営業損失

(△) 
 24,423  6,705 △16,465 △10,081 △17,839  △13,257  △85,913 △99,171

  
切削機具事
業（千円） 

特殊工事事
業（千円） 

建設・生活
関連品事業 
（千円） 

工場設備関
連事業 
（千円） 

その他の事
業（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高     

(1)外部顧客に対する売上

高 
 1,867,412  877,005 1,909,020 403,164 489,455  5,546,056  － 5,546,056

(2)セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 －  － 22,719 6,050 1,505  30,274  △30,274 －

計  1,867,412  877,005 1,931,739 409,214 490,961  5,576,330  △30,274 5,546,056

営業利益又は営業損失

(△) 
 △18,656  38,762 △35,356 △9,721 △34,940  △59,910  △255,793 △315,703

事業区分 主要製品 

切削機具事業 
コアードリル、ウォールカッター、ダイヤモンドコアー

ビット、自動送り装置等 

特殊工事事業 
アンカー工事、ダイヤ穿孔・切断工事、ワイヤーソー工

事等 

建設・生活関連品事業 
コンクリートアンカー類、コンプレッサー、グラインダ

ー、物置、カーポート等 

工場設備関連事業 自動制御盤、配電盤、製缶、精密板金加工等 

その他の事業 介護サービス、ソフトウェア成果物等 



  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

〔海外売上高〕  

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。  

 〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要  

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

 当社は、本社に製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品・サービスについて包括的な

戦略を立案し、事業活動を展開しております。海外子会社は当社事業部に附随して事業活動を行っておりま

す。 

 国内子会社は、それぞれ独立した事業を行っており、当社取締役が、各子会社の取締役を兼務して取り扱

う製品・サービスについて戦略を立案し、事業活動を行っております。 

 したがって、当社グループは、事業部及び国内子会社の事業を基礎とした製品・サービス別のセグメント

から構成されており、「切削機具事業」 、「特殊工事事業」、「建設・生活関連品事業」、「工場設備関

連事業」、「介護事業」及び「ＩＴ関連事業」の６つを報告セグメントとしております。 

 なお、各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類は以下のとおりであります。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）       （単位：千円）

報告セグメント 主要製品及びサービス 

切削機具事業 
コアードリル、ウォールカッター、ダイヤモンドコア

ービット、自動送り装置等の製造販売 

特殊工事事業 
アンカー工事、ダイヤ穿孔・切断工事、ワイヤーソー

工事等の特殊工事 

建設・生活関連品事業 
コンクリートアンカー類、コンプレッサー、グライン

ダー、物置、カーポート等の仕入販売 

工場設備関連事業 
自動制御盤・配電盤・製缶・精密板金加工等の製造販

売 

介護事業 
デイサービス、ケアプランサービス、介護付有料老人

ホーム、高齢者専用賃貸住宅 

ＩＴ関連事業 ソフトウェア成果物、人材派遣 

  

  

報 告 セ グ メ ン ト 

切削機具事業 特殊工事事業
建設・生活 

関連品事業 

工場設備 

関連事業 
介護事業 ＩＴ関連事業 合 計 

 売上高               

  外部顧客への売上高   2,163,598   932,904   2,124,500   405,600   311,961  267,201  6,205,763

  セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －   24,224   10,959   －  1,457  36,640

計   2,163,598   932,904   2,148,724   416,559   311,961   268,657  6,242,403

セグメント利益 

又は損失（△）  
 143,875  70,967  7,948   1,561  △63,475   △35,337  125,538



  

 当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）        （単位：千円）

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）                          

  当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）       （単位：千円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

 当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）        （単位：千円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

  当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）  

  該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。  

  

該当事項はありません。  

  

  

  

  

報 告 セ グ メ ン ト 

切削機具事業 特殊工事事業
建設・生活 

関連品事業 

工場設備 

関連事業 
介護事業 ＩＴ関連事業 合 計 

 売上高               

  外部顧客への売上高   783,429   341,219   808,557   126,665   112,293  88,888  2,261,051

  セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －   13,715   5,717   －  1,157  20,588

計   783,429   341,219   822,271   132,382   112,293   90,045  2,281,640

セグメント利益 

又は損失（△）  
 79,754  25,514  13,813   △777  △17,088   △12,844  88,372

利 益 金 額 

 報告セグメント計  125,538

 セグメント間取引消去  666

 全社費用（注）   △247,255

 四半期連結損益計算書の営業損失（△）  △121,051

利 益 金 額 

 報告セグメント計  88,372

 セグメント間取引消去  △1,126

 全社費用（注）   △81,104

 四半期連結損益計算書の営業利益  6,142

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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